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１．実施概要

項目 記載内容

■設置期間
令和６年７月25日(木)～令和６年８月21日(水)
点灯時間：９：００～２３：００

＜設営＞ 7月23日(火)３：００～24日(水)２０：００

＜撤去＞ ８月21日(水)２２：００～22日(木)６：００

■実施エリア なんば広場 【半面A(西側)】

■検証主体 大阪市計画調整局

■検証協力 なんば広場マネジメント法人設立準備委員会



２.当検証における検証項目

1

・シンボル整備場所の妥当性検証
ーシンボル周辺の滞留検証
ー歩行者通行への影響検証

・利用実態の検証
ー待ち合わせ等の滞在快適性向上効果の検証
ー写真撮影、 SNS・メディアでの配信実績等、魅力・情報発信効果の検証
ー不適正利用の有無の検証

・シンボル設置の市民満足度の検証
ーアンケート等による調査

検証内容（大項目） 検証内容（小項目） 検証手法

（１）シンボル設置場所の妥当
性検証

①シンボル周辺の滞留検証 現地目視調査及び広場カメラ確認にて、シンボル
周辺にどのように人の滞留が発生するかを検証する。

②歩行者通行への影響検証 現地目視調査及び広場カメラ確認にて、シンボルの
設置により歩行者導線の妨げになっていないかを検
証する。

（２）利用実態の検証 ①滞在快適性向上効果の検証 現地目視調査及び広場カメラ確認にて、シンボルを
設置したことで、待ち合わせ等、どのような使われ方
をし滞在環境の創出に寄与しているかを検証する。

②魅力・情報発信効果の検証 ハッシュタグ・位置情報発信から、シンボルについての
SNS発信がどの程度なされ、情報発信効果がある
かを検証する。

③不適正利用の有無の検証 現地目視調査及びシンボル用警備員による確認に
て、シンボルに対し落書き等の不適正利用が行われ
ないかを検証する。

（３）シンボル設置の市民満足
度の検証

現地にてアンケートフォームQRコード付きのチラシ配
布等によるアンケート調査を行い、広場利用者のシ
ンボルに対する印象調査を行う。
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３．なんば広場での設置物

東京・表参道の屋外公共空間で設置実績を有する立体アート作品をもとに、シビックプライドシンボルの
本格設置を検証
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４．配置計画詳細図

通行動線を考慮し、作品および関連備品はテラスベンチ上に設置するほか、
鑑賞者の安全確保のため、作品の四方をパーテーションで囲い、警備員による立哨警備を実施する。

シビックプライドシンボル
設置スペース
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５．設置物概要図

1.テラスベンチ上での設置（立面図）
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■なんばカーニバルモールに置いた時の様子
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